
マレーシア国公共事業省から砂防施設見学に来所

マレーシア国 公共事業省のみなさんが５月１０日に湯沢砂防の施設を見学されました。

マレーシアは花崗岩が多く、土石流災害に対してどの様な施設を作っていくのか、ということの参考にするため、

５月７日から１０日までの日程で日本各地の施設等の視察が行われた一環での訪問でした。

5 月 10 日は肌寒く、雨が時々降る中での見学となりました。15:00 頃に塩沢・石打ＩＣに到着し、姥沢第 2

号砂防堰堤、蟹沢砂防堰堤の２箇所を回りました。（マレーシア国公共事業省の見学者は７名（男性６名、女性

１名）、通訳１名）

現地では、施設の概要や平成２３年７月出水時の状況及び効果等を説明。マレーシア国公共事業省の見学者は、

熱心に周辺の写真を撮影し、砂防施設の事業費や出水の頻度などについて質問をされました。
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